
    

 

平成２８年６月２３日 

国土交通省九州地方整備局 

筑後川ダム統合管理事務所 

 

【速報】 6 月 22～23 日の大雨における 

松原ダム及び、下筌ダム洪水調節の効果について 

 

松原ダム及び、下筌ダムでは、6 月 22～23 日に洪水調節を行いました。 

両ダムへ流れてくる水量の一部をダムへ貯めることで、ダム下流へ流す 

水量を最大で約６割低減しました。 

これにより、ダム下流の小渕
こ ぶ ち

水位観測所地点において、河川の水位を 

約８０センチメートル低下させる効果がありました。 
 

・松原ダムの最大流入量及び、最大放流量（22 日13 時頃） 

最大流入量：毎秒1,350 立方メートル 

最大放流量：毎秒 825 立方メートル 

・下筌ダムの最大流入量及び、最大放流量（22 日11 時頃） 

最大流入量：毎秒1,110 立方メートル 

最大放流量：毎秒 350 立方メートル 

 

・万
ばん

成
せい

雨量観測所の総雨量：514mm（19 日 0 時～23 日8 時） 

・万
ばん

成
せい

雨量観測所の最大1 時間雨量：67mm（22 日 9～10 時） 

 

※観測所所在地 

・小渕
こぶち

水位観測所：大分県日田市若宮町地先 

・万
ばん

成
せい

雨量観測所：熊本県阿蘇郡小国町大字上田地先 

 

 ・今後も梅雨前線に伴う降雨が予想されますので、防災体制を継続します。 

筑後川ダム統合管理事務所ＨＰ   http://www.qsr.mlit.go.jp/toukan/ 

問い合わせ先：国土交通省 筑後川ダム統合管理事務所  

・技術副所長 三浦一浩 ・管理課長 植西 清 

電話：0942-39-6651（代） FAX：0942—35-8242 



【松原・下筌ダムの操作状況図】

【松原・下筌ダムの効果】

　小渕水位観測所地点水位比較図

　<　約6割≒１－③÷(①＋②)　> ※　観測値は暫定値のため、確定値ではありません。
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▼計画高水位 5.50ｍ

▼はん濫危険水位 4.50m

▼避難判断水位 4.00m

▼はん濫注意水位 3.00m

▼水防団待機水位 2.20m

3

日田市役所

松原ダム
下筌ダム

▲今回の大雨で観測した 河川水位

ﾋﾟｰｸ水位 3.93m

▼ダムで河川の水量を調節しなかった場合

推定水位 4.74m

洪水調節開始水位 238.00ｍ

＜流入量＞
松原ダムへ流れてくる水量
（下筌ダム放流量を除く）

②990立方㍍／秒 ＜流入量＞
下筌ダムへ流れてくる水量

①1110立方㍍／秒

＜放流量＞
下流ダムへ流す水量

350立方㍍／秒

＜放流量＞
下流河川へ流す水量
③825立方㍍／秒

松原ダム

下筌ダム

洪水調節後水位 246.49ｍ

洪水調節後水位 305.95ｍ

洪水調節開始水位 292.00m

水道用水などに利用するために
常時貯めている水量

約8.5m ダムに貯まりました

約14m ダムに貯まりました

両ダムへ流れてくる水量
の約６割低減させて流し
ました。

８０cmの低減


